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本日の報告内容 

 

豊中市立図書館における市民協働に
ついて 

 

北摂アーカイブスの取組み 

 

まとめ 



豊中市立図書館における市民協働について 
 
 



地域・市民との協働 

 公共図書館の理念 
・多様な資料や情報を収集･保存し提供することにより、すべての市民に知る機会を保障します。 

・民主主義と地方自治の発展に寄与します。 

・市民の生きがいや心の豊かさを生み出す生涯学習を推進します。 

 

 豊中市の理念 
・豊中市立図書館は｢ユネスコ公共図書館宣言｣・｢図書館法｣・｢図書館の自由に関する宣言｣に基づき、

多様な資料や情報を収集・保存し提供します。 

・豊中市立図書館は、すべての市民に知る自由を保障することにより、民主主義や市民自治の発展に、
寄与します。 

・豊中市立図書館は、教育･文化･情報･社会参加の機関として、その任務を果すことを使命とします。 

 
 豊中市立図書館の基本目標 

 図書館協議会や市民活動団体・市民等の参加や協力を得ながら、｢豊中市市民公益活動推進条例｣
等をふまえて、より魅力的な図書館の運営に努めます。 

 

 協働の原則 
（対等・相互理解・自主性尊重・自立化・目的共有・相互補完・公開・共に変わる・期限） 

 

http://www.lib.toyonaka.osaka.jp/data/open/cnt/3/1367/1/01_to_katsudou_2011.pdf


市民協働の取組み 

 おはなし会、子ども読書活動、障害者サービス 
   
 しょうないREK  リサイクル本の活用による図書館の活性化と地域における共生を推進するための事業 

 リサイクル本販売コーナー開設し、地域の活性・共生化を軸
に事業展開。（実行委員会） 

 
 千里コラボ 
 「多機能施設」の利点をいかし、「生涯学習」「文化創造」
「行政サービス」「市民公益活動の促進」の場として事業の
あり方や実施・評価・手法などの検討（市民運営会議） 

 
 地域情報アーカイブ化事業（北摂アーカイブス） 
 近隣の箕面市と連携し、行政区域に依存しない住民の生活圏
の情報・地域ニーズを反映した地域情報の収集・発信を行う
取組み（実行委員会） 

   



北摂アーカイブスの取組み 



北摂アーカイブスを考えた背景 

 図書館として、地域情報
の収集を担う役割 

 生涯学習における情報提
供の充実 

 IＣＴによる「利用者参加
型」のコンテンツの浸透  

 住民の集合知の活用 

   

  住民こそ地域情報の担い手  

   行政区域≠地域情報 

    

 



住民参加によるウィキ型地域情報データベー
スに関する研究（LASDEC）2008年度 

 共同調査研究団体 
大阪府池田市、吹田市、豊中市、箕面市及び 
東京都三鷹市 
 

 共同調査研究の助言者 （敬称略） 
大阪大学大学院  （准）教授  
財団法人関西情報産業活性化センター  
（特活）とよなか市民活動ネットきずな   
（特活）市民活動フォーラムみのお  

 
 研究協力 株式会社スマートバリュー 

     美麻地域づくり会議の皆さん 
     葛飾区立図書館の皆さん 



ウィキ型地域情報データベースの課題 

１．情報の範囲  

２．情報内容  偏り・信憑性・誤情報 

３．セキュリティ 

４．著作権の帰属  

５．権利侵害 著作権・肖像権・人権 

６．損害賠償 

７．ユーザへの対応 

８．事業の継続性 

 

１～８は、PDCAサイクルによる継続的な取組がベー
スになる。 



共同調査研究から 

ICT（ウィキ）の活用と住民参加によって、 
 
 地域情報をリアルタイムに、かつ、過去・未来に
渡って蓄積し、伝承もできる。 
 

 地域情報をリアルタイムに、かつ、行政が保有していな
い地域情報を収集・発信できる。  
 
 

 地域情報、人も、地域にある貴重な資産である 

地域情報 × 住民・行政他 × ICT ＝無限の可能性 



北摂アーカイブス始動 
文部科学省「図書館・博物館における地域の知の拠点推進事業」受託 

還元 

    編
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新たな 
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地域・世代交流 

 
 
 
 

投稿・提供 

ＩＣＴツールを活用した情報発信 
  

ＩＣＴツールによ
る公開・情報募集 

（双方向) 

生涯学習・「学び」の場／地域コミュニティ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実
行
委
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住民参加で地域の
「集合知」を体系化 

 
写真及び基礎資
料の調査・収集 

  「官」 
 

  「民」 
 

    「学」 
  

  「産」 
    
 

             

まちの新たな魅力創出 
つなぐ～人と人、人と地域～ 

 司書の専門性 



事業内容等 
実行委員会 

 豊中市、箕面市、市民団体及び学識経験者からなる
豊中・箕面地域情報アーカイブ化事業実行委員会を
設置し、事業の方針その他の事業の実施に係る検討 

収集する情報の範囲（写真、文書、動画、音声…） 

コンテンツ（写真）・ボランティア募集方法 

利用規約 

ＨＰのデザイン  

報告書作成（動く図書館60周年冊子など） 

 

    

 

 





地域フォトエディターの活動 

 ホームページの更新（月２回目標） 

 

 収集コンテンツの整理・意見交換（月１～２回） 

  ・「紙」によるコンテンツ作成シート 

  ・excelによるコンテンツ作成シート 

  ・テンプレートによるコンテンツ作成 

 

 メーリングリストを使った連絡・報告・相談 

 

 撮影・インタビュー（現地調査）が進んでいない 



北摂アーカイブスの現状と課題 

 人材確保と育成 

 ×ボランティア（無償で使いやすい人） 

 △サポーター（図書館を支える人） 

 ○フォトエディター（自ら情報を編集・発信する人） 

 

 コンテンツの収集 

  昨年よりホームページから 

  広報掲載は反響が大きい 

 

 予算・運営資金 

 

 

 



システム再構築 

 ＤＢの構築・メタデータ付与 

 ⇒利用者が「検索」できる環境 

 

 ゲストコメントの受付管理機能（受付時一時保留） 

 ⇒より参加できる仕組み 

 

 データの一括インポート／エクスポート 

 ⇒利活用しやすいもの 

 

 JavaScript（Ajax）対応 

 ⇒静的から動的に 
 



地域情報の循環を生み出していく 
 

    住民へ 

目 的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※エディターの方々へのインセンティブ、実費負担は…（活動要件の向上） 

北摂アーカイブスは北摂地域

に散在する記録を収集、整理

し 電子データとして保存、

ホームページとして編集して

広く地域の住民へ公開する。 

ホ
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○アクセス数、参加者の増加 

○フォトエディター、活動参加

希望者の増加 

     ↓ 
○残すべき地域情報（資産）が 

 発掘・発見される。 
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実体験 

体感 住民から 



まとめ 



地域歴史（資産）を継承する 

 歴史は教科書ようには発展しない！ 
  

  ⇒デジタル化；「紙片（写真）を宝」にする手段・方法 

 

 地域歴史（資産）は 

  「ある」ものではなく「なる」ものである。 

 

 記憶を伝える市民の力は増大！ 

   

 図書館の役割は… 

 地域市民が持続的・組織的活動をしていくためのパートナー 

 新たな知識・知恵とコミュニティ－創出（化学反応）の「場」 

 

 



ご清聴ありがとうございました 


